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　１月 28 日、ボランティアセン
ター設置演習が市スポーツセンタ
ーを主会場に行われました。災害
発生を想定し、ボランティアの受
け付けや活動場所決定、道具の交
付などを実施。参加者は、自分の
役割を真剣に確認していました。
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いざという時に備えて

　総社市婦人大会が１月 21 日、
市民会館で開催されました。市婦
人協議会会員ら約 450 人が参加。
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和さんに
よる講演では、落語調の語り口と
ユーモアあふれる内容に、会場は
笑い声や拍手で沸いていました。
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女性の力で地域を元気に

　１月 24 日、障がい者ワークわ
くそうじゃ就職面接会が山手公民
館で開催されました。障がい者雇
用に前向きに取り組む企業や事業
所が参加。40 人の求職者は、自
分に合う職場を見つけようと、ブ
ースを巡っていました。
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自分らしく働ける職場を探す

ミニフォト

　１月 26 日の文化財防火デーに
合わせて、国指定重要文化財の備
中国分寺五重塔付近での火災を想
定した消火活動訓練が行われまし
た。市消防職員や備中国分寺の関
係者らが連携し、消火活動の手順
の確認を行いました。
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文化財を火災から守る

決意新たに総社を守る
消防出初式

　1総社のまちを守り続け
ることを心に誓う消防職員・
団員　2表彰状を受け取る
文屋副分団長
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　１月 15 日、市消防本部で消防出初式が行わ
れました。新型コロナウイルス感染拡大防止の
ため、昨年に引き続き規模を縮小して実施し、
消防職員・団員の代表約 50 人が出席。式の様
子は、市消防本部公式 YouTube でも配信されま
した。
　式では、地域の防火・防災に功労のあった５
分団と 170 人の団員らが表彰され、市長表彰を
受けた阿曽分団の文屋光之副分団長が代表して
表彰状を受領。参加者は、火災や災害のない一
年を願い、市民の安全と安心を守る決意を新た
にしました。

　１月 29 日、働く婦人の家まつ
りが市民会館で開催され、講座生
が日頃の活動の成果を発表しまし
た。ステージでは、大正琴やヨガ
などを披露。そのほか、書道や編
み物などの作品や制作に使用する
道具の展示も行われました。
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３年ぶりの発表の場

　２月５日に金田笑子さん（小寺）
が満 100 歳の誕生日を迎えられ、
７日に市から記念品が贈られまし
た。習字を長く続け、90 歳過ぎ
まで書を書いていたという金田さ
ん。長寿の秘訣は、マイペースで
毎日を過ごすことだそうです。
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金田さん 100 歳おめでとう

　秋山綾子さん（中央二丁目）が
２月７日に満 100 歳の誕生日を
迎えられ、市から記念品が贈られ
ました。文章を書くのが好きで、
毎日の日記を欠かさないという秋
山さん。長寿の秘訣は、毎日歩く
ことだそうです。
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秋山さん 100 歳おめでとう

　1月 26 日から 2月 27 日まで、
市内 11 カ所の障がい者就労継続
支援事業所が製作した商品の販売
ブース「そうじゃてのひらマルシ
ェ」が宮脇書店総社店にオープン。
訪れた人は気に入った商品を手に
取り、買い物を楽しんでいました。
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地元企業とコラボし販売促進

子どもたちに走る楽しさを伝える
2023ランニング教室

教えてもらった走り方を実践

　１月 14 日、2008 年北京オリンピックに日本代表として
出場した元マラソン選手・中村友梨香さんが講師を務める、
2023 ランニング教室が秦小学校で開催されました。
　参加した約 50人の小学生は、リズムに合わせた体操や体
幹トレーニングで体を温めた後、四つん這い歩行や大股での
短距離走など、さまざまな走り方に挑戦。中村さんとの交流
を通じて、走る楽しさを実感していました。

　２月９日から４月２日まで、寄
贈されたひな人形の展示がまちか
ど郷土館で行われています。２月
28 日までは、総社幼稚園の５歳
児 57 人が手作りしたひな人形も
展示され、来館者は人形ごとに異
なる表情を楽しんでいました。

手
作
り
し
た
ひ
な
人
形
を
飾
る
園
児

春の訪れを告げるおひな様

　２月 13 日、他の模範となる児童・生
徒を表彰する総優賞の表彰式が総合福祉
センターで行われました。
　表彰されたのは、市内小・中学校の
19 人。周囲からの信頼が厚いことや、
学校行事やボランティア活動に熱心に取
り組んだことなどが評価されました。
　受賞者を代表して、総社西中学校３年
の赤堀星斗さんは、「受賞できたのは、
これまで支えてくれた皆さんのおかげ。
これからも誠実に一歩ずつ歩んでいきた
いと思います」と謝辞を述べました。

総優賞表彰式

表彰された市内小・中学校の児童・生徒

模範となる行動をたたえる

速く走るコツを子どもたちに伝授


